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1.はじめに 

2016 年熊本地震では，地表地震断層（以下地震断層）が多数出現し，阿蘇郡に位置する大切畑大橋や俵山大橋な

どの甚大な損傷の一因と考えられている．道路橋示方書（平成 29年度版）では，断層変位に対して影響を受けない

よう架橋位置又は橋の形式の選定を行うことが新たに定められ，そのためには地震断層の発生位置や地震断層変位

量の把握が非常に重要である．マグニチュードと地震断層の最大変位量の関係式は松田 1)，片岡・日下部 2)によって

提案されているが，最近の地震を含めた検討が必要である． 

 本研究では，片岡・日下部の提案式に 2016 年熊本地震までの近年の地震を追加し，関係式を更新する．また，推

定活断層上に地震断層が必ずしも出現するとは限らないこと，推

定活断層から地震断層までの距離が離れると断層変位量が小さ

くなることを考慮し，推定活断層から地震断層までの距離と地震

断層変位量の関係を分析する． 

2.研究方法 

 地震断層が出現した地震に関する論文，調査報告書，活断層詳

細デジタルマップなどから最大変位量，マグニチュード等の地震

データを収集する．これらのデータをもとに，地震断層の最大変

位量 Dmax－モーメントマグニチュード Mwの回帰式を作成する．

また，推定活断層から地震断層までの距離 R－地震断層変位量 D

の散布図をもとに断層変位量の分析を行う． 

3.分析結果 

3.1 モーメントマグニチュードと最大地震断層変位量の関係 

 国内地震を対象として，縦ずれ断層、横ずれ断層の Mwと Dmax

の関係を図-1，回帰式を式(1)，(2)に示す． 

縦ずれ log10 Dmax = 1.00Mw − 6.3 (R=0.82) (1) 

横ずれ log10 Dmax = 1.21Mw − 8.1 (R=0.91) (2) 

ここに，Rは相関係数である．また，縦ずれ断層において，回

帰式の 1/3程度の値を示すプロットはMw6.6の新潟中越地震の東

山複背斜軸部を中心として隆起した最大値である． 

つぎに国内外地震を対象に，断層のタイプごとに分析を行った

結果として，Mwと Dmaxの関係を図-2，回帰式を式(3)，(4)にそれ

ぞれ示す． 

縦ずれ log10 Dmax = 0.66Mw − 4.4 (R=0.66) (3) 

横ずれ log10 Dmax = 0.94Mw − 6.3 (R=0.91) (4) 
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図-1 最大変位量－モーメントマグニチュード 
の関係（国内地震） 

図-2 最大変位量-モーメントマグニチュード 
の関係（国内外地震） 
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国内外地震を対象として，縦ずれ断層，横ずれ断層変位の予測区間 90%

の上限値D̅maxを式(5)，式(6)にそれぞれ示す（図-3，図-4参照）． 

縦ずれ log10 D̅𝑚𝑎𝑥 = 0.66Mw − 4.4 + √0.034(Mw − 6.6)2 + 0.59 (5) 

横ずれ log10 D̅max⁡ = 0.94Mw − 6.3 + √0.0098(Mw − 6.9)2 + 0.178 (6) 
3.2 推定活断層と出現した地震断層の距離 

縦ずれ断層，横ずれ断層の推定活断層から既往の国内地震で実際 

に発生した地震断層までの距離 r(km)と各モーメントマグニチュード 

Mwの地震断層変位量 D(m)を推定式(5)，(6)のD̅maxで除し正規化した 

地震断層変位量を図-5，図-6 にプロットする．また，縦ずれ断

層，横ずれ断層について非超過確率曲線を式(7)，(8)にそれぞれ

示す． 

縦ずれ      D̅rV = ArVDmax 

ArV = 1.9𝑒−𝑟(破線：非超過確率 98%) 

ArV = 1.8𝑒−0.3𝑒
𝑟
（実線：非超過確率 95%） 

 

横ずれ      D̅rH = ArHDmax 

ArH = 1.6𝑒−𝑟（破線：非超過確率 98%） 

ArH = 1.9𝑒−0.25𝑒
𝑟
(実線：非超過確率 95%) 

 

ここに，D̅rは推定活断層から地震断層までの距離 rに応じた 

上記の非超過確率の断層変位量であり，Arは Dmaxの低減係数で

ある． 

4.まとめ 

本研究では，国内地震を対象とした片岡・日下部の横ずれ断 

層のモーメントマグニチュード Mwと最大地震断層変位量 Dmax 

の関係式を更新し，縦ずれ断層の Mwと Dmaxの関係式を新たに 

提案した． 

また，国内外地震の縦ずれ断層，横ずれ断層のデータに基づ 

いて Mwと Dmaxの回帰式，予測区間を用いた分析によって観測 

値の 90%をカバーすると推定される上限式を示した． 

さらに，推定活断層から地震断層までの距離に応じた地震

断層変位量の低減係数を提示した． 
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図-3 モーメントマグニチュード-最大変位量の関係 

90%非超過曲線（縦ずれ断層） 

 

図-4 モーメントマグニチュード-最大変位量の関係 

90%非超過曲線（横ずれ断層） 

(7) 

(8) 

図-5 推定活断層から地震断層までの距離 r-断層変位量

Dの低減係数 ArVの関係 98%非超過（縦ずれ断層） 

 

図-6 推定活断層から地震断層までの距離 r-断層変位量

Dの低減係数 ArHの関係 95%非超過（横ずれ断層） 
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